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研究がヒト角膜移植の治療に応用できればと考えて　　心臓血管外科専門医研修制度の見直しが手術成績の
おります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　向上、医療の効率化に必要と考えられました。
R2牛島　輝明（心臓外科） R3　石角太一郎（外科学第一）
【留学先】
Klinik　fUr　Herzchirurgie，　Klinikum　Oldenburg，　Germany
【留学期間】　赴任日　平成22年1月1以
下　　　　　帰国日　平成22年6月30日
目研究テーマ】
　「ドイツでの心臓血管外科手術の現状」
　私は平成22年1月より6月末まで、ドイツ連邦
共和国のオルデンブルグにあるKlinikum　Oldenburg
の心臓血管外科で、臨床研修をさせていただきまし
た。
　オルデンブルグはドイツの北西に位置する人口が
約16万人の小都市です。Klinikum　Oldenburgは同
市の中核病院で、心臓血管外科に関しては近隣の都
市からも多くの患者が集まり、年間約1，800件の開
心術を行っています。とりわけFreestyle人工弁を
用いた弁置換術は世界的に最も症例数が多い施設の
一つです。心臓血管外科はDapunt教授以下27名の
医師が在籍しており、私もその一員として臨床研修
をして参りました。研修は手術のアシスタントが中
心で、勤務初日から最終日まで毎日1から4件の手
術に携わってきました。半年間の研修で入った手術
は約220件で、その内訳として冠動脈バイパス術が
102件、大動脈弁置換術が32件、僧帽弁置換、形
成術が15件、弁置換術と冠動脈バイパス術の同時
手術が25件、Freestyle人工弁を用いた弁置換術
（Bentall手術）が17件、補助人工心臓埋め込み術
が5件でした。Freestyle人工弁を用いた弁置換術や
補助人工心臓埋め込み術などの日本ではあまり見る
機会の少ない手術も多く経験することができ自分に
とって大きな財産になりました。
　日本では心臓大血管手術は年間55，000件弱で、
500以上の施設があります。一方、ドイツでは約10
万件の手術を約80の施設で行っており、各施設で
の年間手術件数は1，000例以上となります。また、
日本の心臓血管外科専門医は1，700名に対し、ドイ
ツの専門医数は約600名で、専門医一人当たりの年
間執刀数は10倍以上の開きがあります。症例数の
少ない施設の手術成績は悪くなる傾向にあることは
学会の調査でも明らかになっており、施設の集約化、
【留学先】
University　of　B itish　Columbia，　British　Columbia　Cancer
Agency，　Vancouver，　Canada
【留学期間】　赴任日　平成21年1月1日
　　　　　　帰国日　平成22年12月31日
【研究テーマ】
　「気管支発生前浸潤性病変の自然史に関する検討」
　University　of　British　Columbiaの関連施設である
BC　Cancer　Agencyにて臨床研修を行い、そこで得ら
れた臨床データをもとに気管支に発生する前浸潤性
病変の自然史に関する検：討を行った。Canada　Na－
tional　Cancer　lnstituteのChemoprevention　trial　lこ登録
された患者のうち、45歳以上かつ20　pack－years以
上の重喫煙者で上部気道消化管に癌の既往を持たな
い202人を対象として、全患者に蛍光気管支鏡のス
クリーニング検査を行った。蛍光気管支鏡下で異常
所見を認める部位を生検し、その際にsevereもし
くはmoderate　dysplasiaが認められた病変について
は、その後3～6か月毎に生検を繰り返した。Car－
cinoma　in・situ（CIS）が認められた病変については
その都度electrocautery　ablationにて治療を行った。
繰り返し生検を行うことによって前浸潤性病変の自
然経過を観察したところ、HyperplasiaやMetaplasia
から急速にInvasive　Cancerに進行する症例が一部で
認められたものの、多くは前浸潤性病変から段階的
にCIS、　Invasive　Cancerへと進行することが認めら
れた。また、CISやInvasive　Cancerへの進行のリス
クはHypelplasiaやMetaplasiaより高度異型性病変
で有意に高く、またCISの大部分はInvasive　Cancer
へ進行した。さらに、高度異型性病変やCISの存
在が、他のあらゆる部位の気管支上皮の癌発生リス
クの指標になることが示唆された。以上により前浸
潤癌を持つ患者には頻回の蛍光気管支鏡ならびに
CT等の画像診断による経過観察が極めて重要であ
ると考えられた。上記研究結果はCancer　and　Metas－
tasis　Reviews　2010volume29（1）：5－14で報告した。
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